


 

 
第２２期事業報告 

 
 
令和元年度の⽇本経済は、雇⽤・所得環境の改善が続き、企業収益

が⾼⽔準で推移する中、内需の柱である個⼈消費や設備投資が増加
傾向で推移するなど、緩やかな回復が続いていると感じております。 

景気回復の⻑期化や少⼦⾼齢化よる企業の⼈⼿不⾜感が⾼まり、
設備投資の緩やかな増加傾向が、就業者数の増加につながり、消費は
持ち直しを続けておりましたが、新型コロナウイルスの影響により、
⽇本経済の先⾏きが不透明な状況となっています。 

当社においては、これまで築き上げてきた信頼と実績を踏まえつ
つ、時代や環境の変化、制度改⾰等に対応した取り組みを進めてきた
ところでありますが、経営を取り巻く環境は今後も厳しさを増すも
のと予測される中、⾃⽴的経営の確⽴に向けた取り組みの⼀層の強
化などが⼤きな課題となっています。 

こうした中、国や県の動向、お客様や地域社会のニーズの変化など
を踏まえながら、当社の中期経営計画に基づき、平成２７年７⽉より
家賃の改定による減収と厳しい運営状況でありますが、今年度をも
って⾼度化資⾦を完済することができ、経営改善は着実に進んでい
るところであります。 

ついては、お客様のニーズが⾼度化、多様化している中、お客様・
地域社会等から信頼される施設づくりを推進するため、お客様の意
思や個性を尊重し、⼀層の創意と⼯夫により「お客様本位のサービス
提供」の取組を進めてまいりました。 
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第２２期の事業実績は以下のとおりとなりました。 
売上⾼が２２，０５９千円となり、前期より３３千円の増収、営業

利益は２，３４５千円となり、前期より６，１２１千円の増益、経常
利益は２，３７４千円と前期より６６５千円の増益でありました。 

これにより、法⼈税住⺠税事業税⽀払い後の当期純利益は５５千
円の⿊字であり、前期より３９５千円増益しています。 

 
 

第 2２期の主な事業 
４⽉ みやき町内の創作活動による「⼿作りフェアー」開催 
４⽉ 監査役による監査の実施 
５⽉ 定時取締役会の開催（事業報告等） 
６⽉ 第２１期 株主総会 
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